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(57)【要約】
　フェルール（１０）は、光導波路（２０）を受容及び
固定するための受容区域と、受容区域に受容及び固定さ
れた光導波路から光を受光し、受光した光の発散及び伝
播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素
子（１３）とを有する。複数の位置合わせ機構（３０、
３１、３２、３３、３４）は、スタック内のフェルール
が、フェルールの長さに沿って及びスタック方向に垂直
な方向に沿って、互いに対して整列するように、１つの
スタック方向でのフェルールのスタックを可能にするよ
うに構成される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一体型構造を有するフェルールであって、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　前記受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、前記受光した光の発散
及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　スタック方向での前記フェルールのスタックを可能にするように構成される複数の位置
合わせ機構であり、前記フェルールのスタック内で、フェルール及び隣接するフェルール
が前記スタック方向に垂直な方向で及び前記フェルールの長さに沿って互いに対して滑る
ことを防ぐようにする、複数の位置合わせ機構と、を備える、フェルール。
【請求項２】
　前記複数の位置合わせ機構が、前記フェルールの水平及び垂直の二次元スタックの最大
高さが前記二次元スタック内の個々のフェルールの最大高さの合計よりも小さく、前記二
次元スタックの最大幅が前記二次元スタック内の個々のフェルールの最大幅の合計よりも
小さくなるような、前記二次元スタックを可能にするように構成される、請求項１に記載
のフェルール。
【請求項３】
　一体型構造を有するフェルールであって、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　前記受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、前記受光した光の発散
及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　前記フェルールの垂直スタック内の前記フェルールが前記フェルールの長さに沿って及
び前記フェルールの幅に沿って互いに対して整列するように、前記フェルールの前記垂直
スタックを可能にするように構成された、前記フェルールの上側部の第１の位置合わせ機
構及び前記フェルールの下側部の第２の位置合わせ機構と、を備える、フェルール。
【請求項４】
　一体型構造を有するフェルールであって、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　前記受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、前記受光した光の発散
及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　前記フェルールの水平スタック内で、フェルール及び隣接するフェルールが垂直に及び
前記フェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように、前記フェルールの水
平スタックを可能にするように構成された、前記フェルールの第１の側部の第１の位置合
わせ機構及び前記フェルールの反対側の第２の側部の第２の位置合わせ機構と、を備える
、フェルール。
【請求項５】
　一体型構造を有するフェルールであって、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　前記受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、前記受光した光の発散
及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　前記フェルールの水平スタック内の前記フェルールが前記フェルールの長さに沿って及
び前記フェルールの高さに沿って互いに対して整列するように、前記フェルールの前記水
平スタックを可能にするように構成された、前記フェルールの第１の側部の第１の位置合
わせ機構及び前記フェルールの反対側の第２の側部の第２の位置合わせ機構と、を備える
、フェルール。
【請求項６】
　一体型構造を有するフェルールであって、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　前記フェルールを出る光の大きさを制限するための開口部と、を備え、前記フェルール
が、前記受容区域に受容及び固定された光導波路からの光が前記開口部を満たすように構
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成され、前記フェルールの長さに沿って見たときに、前記開口部の投影面積が前記フェル
ールの投影面積の少なくとも８０％である、フェルール。
【請求項７】
　前記開口部に配設され、前記受容区域に受容及び固定された光導波路から光を受光し、
前記受光した光の発散及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するように構成される
光学素子を更に備える、請求項６に記載のフェルール。
【請求項８】
　一体型構造を有するフェルールであって、
　それぞれの受容区域が光導波路を受容及び固定するように構成された、受容区域のアレ
イと、
　それぞれの開口部が１つの異なる受容区域に対応し、対応する受容区域に受容及び固定
された１つの光導波路からの光を受光し、前記フェルールを出る光の大きさを制限するよ
うに構成された、前記開口部のアレイと、を備え、前記フェルールが、受容区域に受容及
び固定された光導波路からの光が前記受容区域に対応する前記開口部を満たすように構成
され、前記フェルールの長さに沿って見たときに、前記開口部の投影面積の合計が、前記
フェルールの投影面積の少なくとも８０％である、フェルール。
【請求項９】
　前記受容区域のアレイが受容区域の二次元アレイを備え、前記開口部のアレイが開口部
の二次元アレイを備える、請求項８に記載のフェルール。
【請求項１０】
　ハウジングと、
　前記ハウジング内に配設される複数のフェルールであって、それぞれのフェルールが一
体型構造を有し、
　　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　　少なくとも１つの位置合わせ機構と、を備える複数のフェルールと、を備え、前記複
数のフェルール内の前記フェルールの前記少なくとも１つの位置合わせ機構が、少なくと
も１つのスタック方向に沿って整列したフェルールのスタックを形成するために互いに係
合し、前記係合は、フェルール及び隣接するフェルールが前記スタック方向に垂直な方向
で及び前記フェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぎ、前記少なくとも１つ
のスタック方向に沿う前記フェルールのスタックの最大寸法は、前記少なくとも１つのス
タック方向に沿う前記スタック内の個々のフェルールの最大寸法の合計よりも小さい、光
コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、共有の特許出願、弁理士整理番号７０２２７ＵＳ００２、表題「Ｏｐｔｉｃ
ａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ」及び、弁理士整理番号７０２２８ＵＳ００２、表題「Ｏｐｔ
ｉｃａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ」に関連し、該特許は同日に出願され、参照によりそれら
の全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本開示は、一体型構造光フェルールに、及び特に、位置合わせ機構及び小さい波形率を
含む一体型構造光フェルールに関する。
【背景技術】
【０００３】
　光ファイバは多数の応用に普及している媒体である。特に、光技術は、システム間の通
信が高速光チャネル上で起こる、広帯域システムにおいてより活用されている。回路基盤
、ラック／棚、背面配線板、配電キャビネット等についての不動産の効率的な活用が重要
である。これを考慮して、光ファイバデバイスは小型化し続けている。
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【０００４】
　光モジュール及び光ファイバデバイスの小型化を伴い、光ファイバの輻輳が、光境界面
及び接続分布点にて問題となっている。１つの解決策は、複数の光ファイバがプラスチッ
クリボン内で整理され並んで成形される、多芯リボンの使用である。シリコン等の、単結
晶材料から作られた２つの支持部材間のファイバを支持することによって、これらのリボ
ンケーブルを相互接続することが公知である。支持部材の中には、フォトリソグラフィー
のマスキング及びエッチング技術を活用して形成されたＶ字溝がある。ファイバは、１つ
の支持部材の個々のＶ字溝内に横に並んで配置され、該ファイバを高度な精密さ、嵌合Ｖ
字溝間の空間関係に、固着させる又は保持するために、対応するＶ字溝を有するもう一方
の嵌合支持部材が該ファイバを覆って配置される。多芯リボンを挟持する上部及び下部支
持部材は、クランプ又は接着剤で共に固着され、多芯コネクタのフェルールを形成する。
同じファイバ間隔を伴う２つの嵌合フェルールは、それぞれのフェルールのファイバの端
が、実質的に互いと共軸で整列し、それによって多芯接続を形成するように、その後当接
関係に配置され得る。所望であれば、相互接続密度を増加させるために、かかるフェルー
ルはスタックすることができる。
【０００５】
　多芯リボン及びコネクタは、光通信システムにおいて多数の応用を有する。例えば、い
くつかの光電子工学及び光学応用特異性集積回路（ＯＡＳＩＣ）デバイス、例えば光スイ
ッチ、光パワー分割器／コンバイナ等は、複数のファイバが結合される、線状アレイに配
置された、いくつかの入力及び／又は出力ポートを有する。更に、光ファイバはこれらの
デバイスに光信号を発しこれらのデバイスから光信号を抽出するために取り付けられるた
め、かかるデバイスへのファイバのアレイの重ね継ぎ（すなわち多芯リボン）は、多芯コ
ネクタを使用して達成され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　スタックされている、いないに関わらず、多芯コネクタの光効率性に重要な１つの要素
は、互いに関する嵌合フェルールの正確な整列である。多芯接続の対応する光ファイバの
、正確な軸方向及び横方向の整列を達成するために活用されるフェルール構造がより小さ
くなるに伴い、小型化したフェルールの利点の全てをより高い相互接続密度と共に実現で
きるように、同様に空間効率的なコネクタの必要性が存在する。更に、多芯コネクタの操
作及び有用性が、光学部品を活用してシステムを設置することになる作業者に直感的なも
のとなるように、多芯コネクタをユーザに使いやすくする必要性もまた存在する。例えば
、それらを迅速にかつ容易に設備、デバイス、又は互いに結合できるように、多芯コネク
タがプラグアンドプレイ性能を有することが望ましい。かかる多芯コネクタの使用の機能
性及び容易性を増加させる一方で、同時に、より空間効率的な光フェルールの利点を生か
すために、小型化した多芯コネクタの必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示は、一体型構造光フェルール及び、特に、他の態様の中でもとりわけ位置合わせ
機構及び小さい波形率を含む一体型構造光フェルールに関する。
【０００８】
　多くの実施形態では、フェルールは一体型構造を有し、光導波路を受容し固定するため
の光受容区域と、受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光
の発散及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子とを含む。フェル
ールは、フェルールのスタックにおいて、複数の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接
するフェルールがスタック方向に垂直な方向で及びフェルールの長さに沿って互いに対し
て滑ることを防ぐように、スタック方向でのフェルールのスタックを可能にするように構
成された複数の位置合わせ機構を更に含む。
【０００９】
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　更なる実施形態では、フェルールは光導波路を受容し固定するための受容区域と、受容
区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播方向の
うちの少なくとも一方を変更するための光学素子とを有する。複数の位置合わせ機構は、
フェルールのスタック内のフェルールが互いに対してフェルールの長さに沿って及びスタ
ック方向に垂直な方向に整列するように、スタック方向でのスタックを可能にするように
構成される。
【００１０】
　更なる実施形態では、フェルールは、フェルールの上側部に第１の位置合わせ機構及び
フェルールの下側部に第２の位置合わせ機構を有する。第１及び第２の位置合わせ機構は
、フェルールの垂直スタック内のフェルールが、互いに対してフェルールの長さに沿って
及びフェルールの幅に沿って整列するように、フェルールの垂直スタックを可能にするよ
うに構成される。
【００１１】
　更なる実施形態では、フェルールはフェルールの第１の側部に第１の位置合わせ機構及
びフェルールの反対の第２の側部に第２の位置合わせ機構を有する。第１及び第２の位置
合わせ機構は、フェルールの水平スタック内で、フェルール及び隣接するフェルールが、
垂直に及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように、フェルールの
水平スタックを可能にするように構成される。
【００１２】
　更なる実施形態では、フェルールはフェルールの第１の側部に第１の位置合わせ機構及
びフェルールの反対側の第２の側部に第２の位置合わせ機構を有し、水平スタック内のフ
ェルールが互いに対してフェルールの長さに沿って及びフェルールの高さに沿って整列す
るように、第１及び第２の位置合わせ機構はフェルールの水平スタックを可能にするよう
に構成される。
【００１３】
　更なる実施形態では、フェルールは一体型構造を有し、光導波路を受容し固定するため
の光受容区域と、受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光
の発散及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子とを含む。フェル
ールは、フェルールの第１の側部に第１の位置合わせ機構及びフェルールの反対の第２の
側部に第２の位置合わせ機構を有する。第１及び第２の位置合わせ機構は、フェルールの
水平スタック内で、フェルール及び隣接するフェルールが垂直に及びフェルールの長さに
沿って互いに対して滑ることを防ぐように、フェルールの水平スタックを可能にするよう
に構成される。
【００１４】
　更なる実施形態では、フェルールは一体型構造を有し、光導波路を受容し固定するため
の受容区域と、フェルールを出る光の大きさを制限する開口部とを含み、フェルールは、
受容区域に受容及び固定された光導波路からの光が開口部を満たし、フェルールの長さに
沿って見たときに、開口部の投影面積がフェルールの投影面積の少なくとも８０％になる
ように、構成される。
【００１５】
　更なる実施形態では、フェルールは一体型構造を有し、受容区域のアレイ及び開口部の
アレイを含む。それぞれの受容区域は、光導波路を受容及び固定するように構成され、そ
れぞれの開口部は、異なる受容区域に対応し、対応する受容区域に受容及び固定された光
導波路からの光を受光するように、並びに、フェルールを出る光の大きさを制限するよう
に構成される。フェルールは、受容区域に受容及び固定された光導波路からの光が、該受
容区域に対応する開口部を満たすように、構成される。フェルールの長さに沿って見たと
きに、開口部の投影面積の合計は、フェルールの投影面積の少なくとも８０％である。
【００１６】
　更なる実施形態では、光コネクタはハウジング及び該ハウジング内に配設された複数の
フェルールを含む。それぞれのフェルールは、一体型構造を有し、光導波路を受容及び固
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定するための受容区域並びに少なくとも１つの位置合わせ機構を含む。複数のフェルール
内のフェルールの少なくとも１つの位置合わせ機構は、少なくとも１つのスタック方向に
沿い整列したフェルールのスタックを形成するために互いに係合する。該係合は、フェル
ール及び隣接するフェルールが、スタック方向に垂直な方向で及びフェルールの長さに沿
って互いに対して滑ることを防ぐ。少なくとも１つのスタック方向に沿う、フェルールの
スタックの最大寸法は、少なくとも１つのスタック方向に沿う、スタック内の個々のフェ
ルールの最大寸法の合計よりも小さい。
【００１７】
　更なる実施形態では、ハウジングは、フェルールとハウジングとの間の整列を提供する
ために、１つ以上のフェルール上の位置合わせ機構と係合する、１つ以上の位置合わせ機
構を含む。
【００１８】
　本発明の１つ又は２つ以上の実施形態の詳細を添付の図面及び以下の説明文に記載する
。本発明の他の特徴、目的、及び利点は、説明及び図面、並びに特許請求の範囲から明ら
かとなるであろう。
【００１９】
　本開示の様々な実施形態の以下の詳細な説明を、添付の図面と合せて考慮することで、
本開示のより完全な理解が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】一体型構造光フェルールの斜視図である。
【図２】線２～２に沿って取った図１の模式的断面図である。
【図３】光フェルールのアレイの透視図である。
【図４】光コネクタ又はフェルールのアレイから分解した、別の一体型構造光フェルール
の斜視図である。
【図５】図４に図示した光フェルールの正面模式図である。
【図６】図４に図示した光フェルールのアレイの正面斜視図である。
【図７】別の一体型構造光フェルールの断面図である。
【図８】線８～８に沿って取った図７の模式的断面図である。
【図９】別の一体型構造光フェルールの断面図である。
【図１０】図９の模式的正面図である。
【図１１】複数のフェルールを収容する光コネクタの斜視図である。
【図１２】複数のフェルール及び電気接続部を収容する２つの嵌合光コネクタの斜視図で
ある。
【図１３】光フェルールのアレイから分解した、フェルールの１Ｄ及び２Ｄモノリシック
アレイの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下の詳細な記述において、本明細書の一部を構成する添付の図面を参照し、いくつか
の特定の実施形態を例として示す。本開示の範囲又は趣旨から逸脱することなく、他の実
施形態が想到され実施され得る点を理解されたい。したがって、以下の詳細な説明は、限
定的な意味で解釈されるべきではない。
【００２２】
　本明細書において使用されるすべての科学用語及び技術用語は、特に示されない限りは
、当該技術分野において一般的に用いられている意味を有するものである。本明細書にお
いて与えられる用語の定義は、本明細書において頻繁に使用される特定の用語の理解を容
易にするためのものであって、本開示の範囲を限定しようとするものではない。
【００２３】
　特に断らないかぎり、本明細書及び特許請求の範囲で使用される構造の大きさ、量、物
理的特性を表わす全ての数字は、すべての場合において「約」なる語により修飾されてい
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るものとして理解されるべきである。したがって、そうでないことが示されないかぎり、
上記の明細書及び添付の特許請求の範囲に記載される数値パラメータは、当業者が本明細
書に開示される教示を用いて得ようとする所望の特性に応じて異なりうる近似値である。
【００２４】
　本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用するところの単数形「ａ」、「ａ
ｎ」、及び「ｔｈｅ」には、その内容によって明らかに示されないかぎりは複数の指示対
象物を有する実施形態が含まれる。内容によってそうでないことが明らかに示されない限
り、本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用するところの「又は」なる語は
、「及び／又は」を含めた意味で広く用いられる。
【００２５】
　これらに限定されるものではないが、「下側」、「上側」、「下」、「下方」、「上方
」、及び「～の上」などの空間的に関連した語は、本明細書において用いられる場合、あ
る要素の別の要素に対する空間的関係を述べるうえで説明を容易にする目的で用いられる
。このような空間的に関連した語には、図に示され、本明細書に述べられる特定の向きに
加えて、使用又は作動中の装置の異なる向きが含まれる。例えば、図に示された対象物が
逆転又は反転した場合は、それ以前に他の要素の下又は下方として記した部分は、この他
の要素の上方になるであろう。
【００２６】
　本明細書で使用されるとき、ある要素、部材若しくは層が、例えば、別の要素、部材若
しくは層と「一致する境界面」を形成する、これらの「上にある」、これらと「接続され
る」、「結合される」、若しくは「接触する」として述べられる場合、その要素、部材若
しくは層は、例えば、特定の要素、部材若しくは層の直接上にあるか、これらと直接接続
されるか、直接結合されるか、直接接触してもよく、又は介在する要素、部材若しくは層
が特定の要素、部材若しくは層の上にあるか、これらと接続されるか、結合されるか、若
しくは接触しうる。ある要素、部材又は層が、例えば、別の要素の「直接上にある」、別
の要素に「直接接続される」、「直接結合する」、又は「直接接触する」で始まる表現で
表される場合、介在する要素、部材又は層は存在しない。
【００２７】
　本明細書で使用するとき、「有する（have）」、「有する（having）」、「含む（incl
ude）」、「含む（including）」、「備える（comprise）」、「備える（comprising）」
等は、制限のない意味で使用されており、一般に、「含むがそれに限らない」ことを意味
する。「からなる」及び「から本質的になる」という用語は、「含む（comprising）」等
の用語に包含されることが理解されよう。
【００２８】
　一体型構造構築物は、内部の境界面、接合部、又は継ぎ目を有さない構造を指す。いく
つかの場合では、一体型構造構築物又は構造は、機械加工、注型成形、又は鋳造等の、単
一の形成工程において形成することができる。単一の構築物又は物品は、部材部品を共に
固着させることによって形成されない。
【００２９】
　本開示は、一体型構造光フェルール、特に、他の態様の中でもとりわけ位置合わせ機構
及び小さい波形率を含む一体型構造光フェルールに関する。位置合わせ機構は、フェルー
ルのスタック内で、複数の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接するフェルールが、ス
タック方向に垂直な方向で及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐよ
うに、スタック方向でのフェルールのスタックを可能にするように構成される。フェルー
ルは、一体型構造を有し、光導波路を受容及び固定するための受容区域と、フェルールを
出る光の大きさを制限するための開口部とを含む。フェルールは、受容区域に受容及び固
定された光導波路からの光が開口部を満たし、フェルールの長さに沿って見たときに、開
口部の投影面積がフェルールの投影面積の少なくとも８０％になるように、構成される。
本開示はそのように制限されないが、以下に提供される実施例の考察を通して、本開示の
様々な態様の応用が得られるであろう。
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【００３０】
　図１は、一体型構造光フェルール１０の斜視図である。図２は、線２～２に沿って取っ
た、図１の模式的断面図である。図３は、光フェルール５０のアレイの斜視図である。図
４は、光フェルールのアレイから分解した別の一体型構造光フェルールの斜視図である。
図５は、図４に図示した光フェルールの正面模式図である。図６は、図４に図示した光フ
ェルールのアレイの正面斜視図である。
【００３１】
　フェルール１０は、一体型構造を有し、光導波路２０を受容及び固定するための受容区
域１２（図３に表示）と、受容区域に受容及び固定された光導波路２０からの光を受光し
、受光した光の発散及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子１３
（例えば図７及び図９に図示）とを含む。光導波路２０は、例えば光ファイバであり得る
。
【００３２】
　複数の位置合わせ機構３０、３１、３２、３３、又は３４は、フェルールのスタック内
で、複数の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接するフェルールがスタック方向に垂直
な方向で及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように、スタック方
向でのフェルール１０のスタックを可能にするように構成される。換言すれば、複数の位
置合わせ機構は、スタック内のフェルールが、互いに対してフェルールの長さに沿って及
びスタック方向に垂直な方向に整列するように、スタック方向でのフェルールのスタック
を可能にするように構成される。
【００３３】
　複数の位置合わせ機構３０、３１、３２、３３、又は３４は、スタック方向に沿ったス
タックの最大寸法が、スタック方向に沿ったスタック内の個々のフェルールの最大寸法の
合計より小さくなるように、スタック方向に沿ったフェルール１０のスタックを可能にす
るように構成される。多くの実施形態では、複数の位置合わせ機構３０、３１、３２は、
垂直スタックの最大高さＨＳが、垂直スタック内の個々のフェルールの最大高さＨＦの合
計よりも小さくなるように、フェルールの垂直スタックを可能にするように構成される。
多くの実施形態では、水平スタックの最大幅ＷＳが、水平スタック内の個々のフェルール
の最大幅ＷＦの合計よりも小さくなるように、複数の位置合わせ機構３３及び３４は、フ
ェルールの水平スタックを可能にするように構成される。いくつかの実施形態では、複数
の位置合わせ機構３０、３１、３２、３３、又は３４は、二次元スタックの最大高さＨＳ

が、二次元スタック内の個々のフェルールの最大高さＨＦの合計よりも小さく、二次元ス
タックの最大幅ＷＳが、二次元スタック内の個々のフェルールの最大幅の合計ＷＦよりも
小さくなるように、フェルールの二次元の水平及び垂直スタックを可能にするように構成
される。
【００３４】
　図１～６に図示されるように、複数の位置合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合わ
せ機構３０をフェルール１０の上側部１４上に、及び第２の位置合わせ機構３１又は３２
をフェルール１０の下側部１６上に含み得る。第１の位置合わせ機構３０及び第２の位置
合わせ機構３１、３２は、フェルールの垂直スタック内で、第１及び第２の位置合わせ機
構３０、３１、３２が、フェルール１０及び隣接するフェルールが、水平に（ｘ方向又は
軸に沿って）及びフェルール１０の長さ（ｚ方向又は軸）に沿って、互いに対して滑るこ
とを防ぐように、フェルール１０の垂直スタック（ｙ方向又は軸に沿う）を可能にするよ
うに構成される。換言すれば、第１及び第２の位置合わせ機構３０、３１、３２は、垂直
スタック内のフェルールが、フェルールの長さ（ｚ方向又は軸）に沿って及びフェルール
１０の幅に沿って（ｘ方向又は軸に沿って）互いに対して整列するように、フェルールの
垂直スタック（ｙ方向又は軸に沿う）を可能にするように構成され得る。
【００３５】
　図４～６に図示されるように、複数の位置合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合わ
せ機構３４をフェルール１０の第１の側部１１上に、及び第２の位置合わせ機構３３をフ



(9) JP 2015-530627 A 2015.10.15

10

20

30

40

50

ェルール１０の反対側の第２の側部１５上に、含み得る。図４～６に図示するように、複
数の位置合わせ機構は、少なくとも第１の位置合わせ機構３０をフェルール１０の上側部
１４上に、第２の位置合わせ機構３１又は３２をフェルール１０の下側部１６上に、第３
の位置合わせ機構３４をフェルール１０の第１の側部１１上に、及び第４の位置合わせ機
構３３をフェルール１０の反対側の第２の側部１５上に、含み得る。フェルール１０の第
１の側部１１の第３の位置合わせ機構３４及びフェルールの反対側の第４の側部１５の第
４の位置合わせ機構３３は、フェルールの水平スタック内で、第３及び第４の位置合わせ
機構３４、３３が、あるフェルール及び隣接するフェルールが、垂直に（ｙ方向又は軸に
沿って）及びフェルールの長さに沿って（ｚ方向又は軸に沿って）互いに対して滑ること
を防ぐように、フェルールの水平スタック（ｘ方向又は軸に沿う）を可能にするように構
成され得る。換言すれば、フェルール１０の第１の側部１１の第３の位置合わせ機構３４
、及びフェルールの反対側の第４の側部１５の第４の位置合わせ機構３３機構は、水平ス
タック内のフェルールが、フェルールの長さに沿って（ｚ方向又は軸に沿って）及びフェ
ルールの高さに沿って（ｙ方向又は軸に沿って）互いに対して整列するように、フェルー
ルの水平スタック（ｘ方向又は軸に沿う）を可能にするように構成され得る。
【００３６】
　受容区域１２は、フェルール１０の長さの少なくとも一部に沿って（すなわちｚ軸に沿
って）延在するチャネル１８を含み得る。チャネル１８は、光導波路又は円筒形光ファイ
バ２０を受容するように構成され得る。チャネル１８は、フェルール１０の上側部１４か
らのオープニング１９を含み得る。存在する場合、オープニング１９は、チャネル１８に
受容した光導波路２０をフェルール１０に固着するための接着剤を受容するように構成さ
れ得る。チャネル１８は、所望のように、Ｖ字溝又は直線溝又は円筒形溝等の、任意の有
用な形状を有し得る。
【００３７】
　更なる実施形態では、フェルール１０は一体型構造を有し、光導波路２０を受容し固定
するための受容区域１２と、フェルール１０を出る光の大きさを制限するための開口部４
０とを含む。開口部４０は、直径ＤＡを有する。フェルール１０は、ある受容区域１２に
て受容及び固定された光導波路２０からの光が、開口部４０を満たす又は実質的に満たし
、フェルール１０の長さ（ｚ方向）に沿って見たときに、開口部４０の投影面積が、フェ
ルール１０の投影面積の、少なくとも約８０％、又は少なくとも約９０％、又は少なくと
も約９５％になるように、構成される。
【００３８】
　更なる実施形態では、フェルール１０は一体型構造を有し、受容区域のアレイ及び開口
部のアレイ５０を含む。それぞれの収容区域は、光導波路２０を受容及び固定するように
構成される。それぞれの開口部４０は、異なる受容区域に対応し、対応する受容区域１２
にて受容及び固定された光導波路２０からの光を受光するように、並びに、フェルール１
０を出る光の大きさを制限するように構成される。フェルール１０は、受容区域１２にて
受容及び固定された光導波路２０からの光が、受容区域１２に対応する開口部４０を満た
すように構成される。フェルール１０の長さ（ｚ方向）に沿って見たときに、開口部４０
の投影面積の合計が、フェルール１０の投影面積の少なくとも８０％、又は少なくとも約
９０％、又は少なくとも約９５％である。
【００３９】
　開口部のアレイ５０は、フェルール１０の長さ方向（ｚ方向）に垂直な同一面において
（例えばｘ－ｙ軸に沿って）位置し得る。図３～６は、受容区域の横列としての受容区域
１２のアレイ、及び開口部４０の横列としての開口部のアレイ５０を図示する。図３～６
は、受容区域１２の縦列としての受容区域１２のアレイ及び開口部４０の縦列としての開
口部のアレイ５０を図示する。図３～６は、受容区域１２の二次元アレイとしての受容区
域１２のアレイ及び開口部４０の二次元アレイとしての開口部のアレイ５０を図示する。
光導波路２０が受容区域のアレイ内のそれぞれの受容区域１２にて受容及び固定されると
、光導波路２０からの光は、フェルール１０の出力面４０又は開口部４０の、少なくとも
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８０％、又は少なくとも９０％、又は少なくとも９５％を照らし、出力面４０又は開口部
４０を通って伝播する光は、フェルール１０を出る。
【００４０】
　光導波路２０は、フェルール実施形態のうちのいずれにおいても、概して図７及び図９
の断面図に図示されるように、フェルール１０のチャネル１８内に固定され得る。光導波
路２０は、フェルール１０の光学素子１３部分に当接し、光導波路２０からの光は光学素
子１３を通って長さ（ｚ方向）に沿って透過又は伝播し、開口部４０又は出力面４０を通
ってフェルール１０を出る。
【００４１】
　図７は、別の一体型構造光フェルールの断面図である。図８は、線８～８に沿って取っ
た図７の模式的断面図である。図９は、別の一体型構造光フェルールの断面図である。図
１０は、図９の模式的正面図である。これらの図は、フェルール１０の光学素子１３を通
って伝播する光の発散及び方向における変化を図示する。
【００４２】
　フェルール１０は、一体型構造を有し、光導波路２０を受容及び固定するための受容区
域１２と、受容区域に受容及び固定された光導波路２０からの光を受光し、受光した光の
発散及び伝搬方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子１３とを含む。
【００４３】
　複数の位置合わせ機構３０、３２、３３、又は３４は、フェルールのスタック内で、複
数の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接するフェルールが、スタック方向に垂直な方
向で及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように、１つのスタック
方向でのフェルール１０のスタックを可能にするように構成される。換言すれば、複数の
位置合わせ機構は、スタック内のフェルールが、互いに対してフェルールの長さに沿って
及びスタック方向に垂直な方向に整列するように、スタック方向でのフェルールのスタッ
クを可能にするように構成される。
【００４４】
　複数の位置合わせ機構３０、３２、３３、又は３４は、上述のように、スタック方向に
沿ったスタックの最大寸法が、スタック方向に沿ったスタック内の個々のフェルールの最
大寸法の合計より小さくなるように、スタック方向でのフェルール１０のスタックを可能
にするように構成される。
【００４５】
　図７～１０に図示されるように、複数の位置合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合
わせ機構３０をフェルール１０の上側部１４上に、及び第２の位置合わせ機構３２をフェ
ルール１０の下側部１６上に含み得る。第１の位置合わせ機構３０及び第２の位置合わせ
機構３２は、フェルールの垂直スタック内で、第１及び第２の位置合わせ機構３０、３２
が、フェルール１０及び隣接するフェルールが、水平に（ｘ方向又は軸に沿って）及びフ
ェルール１０の長さ（ｚ方向又は軸）に沿って、互いに対して滑ることを防ぐように、フ
ェルール１０の垂直スタック（ｙ方向又は軸に沿う）を可能にするように構成される。換
言すれば、第１及び第２の位置合わせ機構３０、３２は、垂直スタック内のフェルールが
、フェルールの長さ（ｚ方向又は軸）に沿って及びフェルール１０の幅に沿って（ｘ方向
又は軸に沿って）互いに対して整列するように、フェルールの垂直スタック（ｙ方向又は
軸に沿う）を可能にするように構成され得る。
【００４６】
　複数の位置合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合わせ機構３４をフェルール１０の
第１の側部１１上に、及び第２の位置合わせ機構３３をフェルール１０の反対側の第２の
側部１５上に、含み得る。複数の位置合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合わせ機構
３０をフェルール１０の上側部１４上に、第２の位置合わせ機構３２をフェルール１０の
下側部１６上に、第３の位置合わせ機構３４をフェルール１０の第１の側部１１上に、及
び第４の位置合わせ機構３３をフェルール１０の反対側の第２の側部１５上に、含み得る
。フェルール１０の第１の側部１１の第３の位置合わせ機構３４及びフェルールの反対側
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の第４の側部１５の第４の位置合わせ機構３３は、フェルールの水平スタック内で、第３
及び第４の位置合わせ機構３４、３３が、フェルール及び隣接するフェルールが垂直に（
ｙ方向又は軸に沿って）及びフェルールの長さに沿って（ｚ方向又は軸に沿って）互いに
対して滑ることを防ぐように、フェルールの水平スタック（ｘ方向又は軸に沿う）を可能
にするように構成され得る。換言すれば、フェルール１０の第１の側部１１の第３の位置
合わせ機構３４、及びフェルールの反対側の第４の側部１５の第４の位置合わせ機構３３
は、水平スタック内のフェルールが、フェルールの長さに沿って（ｚ方向又は軸に沿って
）及びフェルールの高さに沿って（ｙ方向又は軸に沿って）互いに対して整列するように
、フェルールの水平スタック（ｘ方向又は軸に沿う）を可能にするように構成され得る。
【００４７】
　受容区域１２は、フェルール１０の長さの少なくとも一部に沿って（すなわちｚ軸に沿
って）延在するチャネル１８を含み得る。チャネル１８は、光導波路又は円筒形光ファイ
バ２０を受容するように構成され得る。チャネル１８は、フェルール１０の上側部１４か
らのオープニング１９を含み得る。存在する場合、オープニング１９は、チャネル１８に
受容した任意の光導波路２０をフェルール１０に固着するための接着剤を受容するように
構成され得る。
【００４８】
　更なる実施形態では、フェルール１０は一体型構造を有し、光導波路２０を受容し固定
するための受容区域１２と、フェルール１０を出る光の大きさを制限するための開口部４
０とを含む。フェルール１０は、受容区域１２にて受容及び固定された光導波路２０から
の光が、開口部４０を満たす又は実質的に満たし、フェルール１０の長さ（ｚ方向）に沿
って見たときに、開口部４０の投影面積が、フェルール１０の投影面積の、少なくとも約
８０％、又は少なくとも約９０％、又は少なくとも約９５％になるように、構成される。
【００４９】
　図９は、光導波路２０からの第１の発散を有する光を受光し、受光した光を透過させる
、曲線表面４１を伴う光学素子１３を図示し、透過光は異なる第２の発散を有する。光学
素子１３は、第１の発散を有し第１の方向に沿って（例えばｚ方向に沿って）光導波路２
０から伝播する光を受光し、受光した光を反射する、曲線表面４１を含み得、反射した光
は異なる第２の発散及び伝播を有し、異なる第２の方向に沿って（例えばｙ方向又はｘ方
向に沿って）伝播する。曲線表面４１上の光入射は、曲線表面の区域４４を照らす。フェ
ルール１０は、フェルール１０の長さ（ｚ方向）に沿って見たときに、曲線表面の照らさ
れた区域が、フェルールの断面を満たす又は実質的に満たすように構成され、照らされた
表面の投影面積は、フェルール１０の投影面積の、少なくとも約８０％、又は少なくとも
約９０％、又は少なくとも約９５％である。光学素子１３は、光導波路から第１の方向に
沿って伝播する光を受光し、受光された光を再指向する、光再指向表面４１を含み得、再
指向された光は異なる第２の方向に沿って伝播する。
【００５０】
　図１１は、複数のフェルール１２０を収容する光コネクタ１００の斜視図である。フェ
ルールの一部であり、フェルール間の整列を提供するために使用される位置合わせ機構に
加え、位置合わせ機構１４１及び１４２が、フェルールとハウジングとの間の整列を提供
するためにコネクタハウジングに組み込まれる。図１２は、複数のフェルール１２０及び
電気接続部１５０、１５１を収容する、２つの嵌合光コネクタ１００の斜視図である。
【００５１】
　これらの実施形態では、光コネクタ１００はハウジング１１０と、ハウジング１１０内
に配設される複数のフェルール１２０とを含む。上述のように、それぞれのフェルールは
、一体型構造を有し、少なくとも１つの光導波路及び少なくとも１つの位置合わせ機構を
受容及び固定するための受容区域を含む。上述のように、複数のフェルール内のフェルー
ルの少なくとも１つの位置合わせ機構は、少なくとも１つのスタック方向に沿い整列した
フェルールのスタックを形成するために互いに係合する。上述のように、係合は、フェル
ール及び隣接するフェルールが、スタック方向に垂直な方向で及びフェルールの長さに沿
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って互いに対して滑ることを防ぐ。上述のように、少なくとも１つのスタック方向に沿う
、フェルールのスタックの最大寸法は、少なくとも１つのスタック方向に沿う、スタック
内の個々のフェルールの最大寸法の合計よりも小さい。
【００５２】
　光コネクタ１００は、ハウジング１１０から延在する雄型ピン等の第１の嵌合機構１３
０と、雌型オリフィス等の第２の嵌合機構１３１とを含み得、相補的嵌合機構１３０、１
３１を有する隣接する光コネクタ１００と嵌合する。更なる嵌合機構１３２、１３３もま
た、ハウジング１１０から延在し得又はくぼみ得、相補的嵌合機構を有する隣接する光コ
ネクタ１００と嵌合する。
【００５３】
　図１２は、ハウジング１１０内のサブハウジング１６０内に配設された、少なくとも１
本の電線１５０を更に含む、嵌合光コネクタ１００を図示する。サブハウジング１６０は
、少なくとも１本の電線１５０を受容するための受容端と、嵌合コネクタの対応するサブ
ハウジングと電気接続するための嵌合端１５１とを有する。図１２は、第２の光コネクタ
１００と嵌合する第１の光コネクタ１００を含む、光コネクタアセンブリを図示する。そ
れぞれの光コネクタ１００は、複数のフェルール１２０内のそれぞれのフェルール内で受
容及び固定された光導波路２０と、ハウジング１１０のサブハウジング１６０内に配設さ
れた複数の電線１５０とを含む。第１の光コネクタ１００内のそれぞれの光導波路２０か
らの光は、第２の光コネクタ１００内の対応する光導波路２０に結合する。第１の光コネ
クタ１００内のそれぞれの電線１５０は、第２の光コネクタ１００内の対応する電線１５
０に電気接続される。
【００５４】
　多くの実施形態では、フェルールは同一コネクタ１００内で互いに整列するため、及び
嵌合コネクタ１００内の対応するフェルールにもまた光学的に整列するための、位置合わ
せ機構を有する。第１のコネクタ１００内のフェルールは、それら自体のハウジング１２
０に整列することによって、他のコネクタ１００内の対応するフェルールと整列又は位置
合わせし、その後ピン＆ソケットによって嵌合ハウジング１２０に整列する。
【００５５】
　図１３は、光フェルール５０のアレイから分解した、フェルールの１Ｄ及び２Ｄモノリ
シックアレイの斜視図である。図示する１Ｄアレイ５２は、１×４の光フェルールモノリ
シックアレイである。図示する２Ｄアレイ５４は、２×４の光フェルールモノリシックア
レイである。フェルールの１Ｄ及び２Ｄモノリシックアレイは、任意の有用な数の光フェ
ルールを含み得る。全てのフェルールは、対応する光導波路２０に固定される。
【００５６】
　図示するフェルール及びのモノリシックアレイは、ハウジング（図１１に表示）又はア
レイ５０内で、対応する位置合わせ機構と嵌合する、１つ以上の位置合わせ機構を含み得
る。フェルール５２、５４のモノリシックアレイは、例えば、位置合わせ機構５５を下側
部上に、及び位置合わせ機構５６を第１の又は反対側の第２の側部上に含む。光フェルー
ル５０のアレイは、例えば、位置合わせ機構５５を下側部上に、及び位置合わせ機構５６
を第１の又は反対側の第２の側部上に含む。
【００５７】
　以下は、本開示の実施形態の一覧である。
　実施形態１は、一体型構造を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播
方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　フェルールのスタック内で、複数の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接するフェル
ールが、スタック方向に垂直な方向で及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑るこ
とを防ぐように、スタック方向でのフェルールのスタックを可能にするように構成された
、複数の位置合わせ機構と、を含むフェルールである。
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【００５８】
　実施形態２は、一体型構造を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播
方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　スタック内のフェルールが、フェルールの長さに沿って及びスタック方向に垂直な方向
に沿って、互いに対して整列するように、スタック方向でのフェルールのスタックを可能
にするように構成された、複数の位置合わせ機構と、を含むフェルールである。
【００５９】
　実施形態３は、実施形態１又は２のフェルールであり、複数の位置合わせ機構は、スタ
ック方向に沿うスタックの最大寸法が、スタック方向に沿うスタック内の個々のフェルー
ルの最大寸法の合計よりも小さくなるように、スタック方向に沿うフェルールのスタック
を可能にするように構成される。
【００６０】
　実施形態４は、実施形態１～３のうちのいずれか１つのフェルールであり、複数の位置
合わせ機構は、フェルールの垂直スタックの最大高さが垂直スタック内の個々のフェルー
ルの最大高さの合計よりも小さくなるように、フェルールの垂直スタックを可能にするよ
うに構成される。
【００６１】
　実施形態５は、実施形態１～３のうちのいずれか１つのフェルールであり、複数の位置
合わせ機構は、水平スタックの最大幅が水平スタック内の個々のフェルールの最大幅の合
計よりも小さくなるように、フェルールの水平スタックを可能にするように構成される。
【００６２】
　実施形態６は、実施形態１～３のうちのいずれか１つのフェルールであり、複数の位置
合わせ機構は、二次元スタックの最大高さが二次元スタック内の個々のフェルールの最大
高さの合計よりも小さく、二次元スタックの最大幅が二次元スタック内の個々のフェルー
ルの最大幅の合計よりも小さくなるように、フェルールの二次元の水平及び垂直スタック
を可能にするように構成される。
【００６３】
　実施形態７は、実施形態１～３のうちのいずれか１つのフェルールであり、複数の位置
合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合わせ機構をフェルールの上側部上に、及び第２
の位置合わせ機構をフェルールの下側部上に備える。
【００６４】
　実施形態８は、実施形態１～３のうちのいずれか１つのフェルールであり、複数の位置
合わせ機構は、少なくとも、第１の位置合わせ機構をフェルールの第１の側部上に、及び
第２の位置合わせ機構をフェルールの反対側の第２の側部上に、備える。
【００６５】
　実施形態９は、実施形態１～３のうちのいずれか１つのフェルールであり、複数の位置
合わせ機構は、少なくとも第１の位置合わせ機構をフェルールの上側部上に、第２の位置
合わせ機構をフェルールの下側部上に、第３の位置合わせ機構をフェルールの第１の側部
上に、及び第４の位置合わせ機構をフェルールの反対側の第２の側部上に、備える。
【００６６】
　実施形態１０は、実施形態１～９のうちのいずれか１つのフェルールであり、受容区域
は、フェルールの長さの少なくとも一部に沿って延在するチャネルを備える。
【００６７】
　実施形態１１は、実施形態１０のフェルールであり、チャネルはフェルールの上側部か
らのオープニングを備え、オープニングは、チャネル内に受容された光導波路をフェルー
ルに固着するための粘着剤を受容するように構成される。
【００６８】
　実施形態１２は、一体型構造を有し、
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　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播
方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　フェルールの垂直スタック内で、フェルール及び隣接するフェルールが、水平に及びフ
ェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように、フェルールの垂直スタック
を可能にするように構成された、フェルールの上側部の第１の位置合わせ機構及びフェル
ールの下側部の第２の位置合わせ機構と、を備えるフェルールである。
【００６９】
　実施形態１３は、一体型構造を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播
方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　垂直スタック内のフェルールが、フェルールの長さに沿って及びフェルールの幅に沿っ
て互いに対して整列するように、フェルールの垂直スタックを可能にするように構成され
た、フェルールの上側部の第１の位置合わせ機構及びフェルールの下側部の第２の位置合
わせ機構と、を備えるフェルールである。
【００７０】
　実施形態１４は、実施形態１２又は１３のフェルールであり、第１及び第２の位置合わ
せ機構は、垂直スタックの最大高さが垂直スタック内の個々のフェルールの最大高さの合
計よりも小さくなるように、フェルールの垂直スタックを可能にするように構成される。
【００７１】
　実施形態１５は、実施形態１２～１４のうちのいずれか１つのフェルールであり、フェ
ルールの水平スタック内で、第３及び第４の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接する
フェルールが、垂直に及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように
、フェルールの水平スタックを可能にするように構成された、フェルールの第１の側部の
第３の位置合わせ機構及びフェルールの反対側の第４の側部の第４の位置合わせ機構を、
更に含む。
【００７２】
　実施形態１６は、実施形態１２～１５のいずれか１つのフェルールであり、水平スタッ
ク内のフェルールが、フェルールの長さに沿って及びフェルールの高さに沿って互いに対
して整列するように、フェルールの水平スタックを可能にするように構成された、フェル
ールの第１の側部の第３の位置合わせ機構及びフェルールの反対側の第４の側部の第４の
位置合わせ機構を更に含む。
【００７３】
　実施形態１７は、実施形態１６又は１７のフェルールであり、第３及び第４の位置合わ
せ機構は、水平スタックの最大幅が水平スタック内の個々のフェルールの最大幅の合計よ
りも小さくなるように、フェルールの水平スタックを可能にするように構成される。
【００７４】
　実施形態１８は、実施形態１２～１７のうちのいずれか１つのフェルールであり、受容
区域は、フェルールの長さの少なくとも一部に沿って延在するチャネルを備える。
【００７５】
　実施形態１９は、実施形態１８のフェルールであり、チャネルは、フェルールの上側部
からのオープニングを備え、オープニングは、チャネル内に受容された光導波路をフェル
ールに固着するための接着剤を受容するように構成される。
【００７６】
　実施形態２０は、一体型構造を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播
方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　フェルールの水平スタック内で、フェルール及び隣接するフェルールが、垂直に及びフ
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ェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように、フェルールの水平スタック
を可能にするように構成された、フェルールの第１の側部の第１の位置合わせ機構及びフ
ェルールの反対側の第２の側部の第２の位置合わせ機構と、を備えるフェルールである。
【００７７】
　実施形態２１は、一体型構造を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　受容区域に受容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播
方向のうちの少なくとも一方を変更するための光学素子と、
　水平スタック内のフェルールが、フェルールの長さに沿って及びフェルールの高さに沿
って互いに対して整列するように、フェルールの水平スタックを可能にするように構成さ
れた、フェルールの第１の側部の第１の位置合わせ機構及びフェルールの反対側の第２の
側部の第２の位置合わせ機構と、を備えるフェルールである。
【００７８】
　実施形態２２は、実施形態２０又は２１のフェルールであり、第１及び第２の位置合わ
せ機構は、水平スタックの最大幅が水平スタック内の個々のフェルールの最大幅の合計よ
りも小さくなるように、フェルールの水平スタックを可能にするように構成される。
【００７９】
　実施形態２３は、実施形態２０～２２のうちのいずれか１つのフェルールであり、フェ
ルールの垂直スタック内で、第３及び第４の位置合わせ機構が、フェルール及び隣接する
フェルールが、水平に及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぐように
、垂直スタックを可能にするように構成された、フェルールの上側部の第３の位置合わせ
機構及びフェルールの下側部の第４の位置合わせ機構を更に含む。
【００８０】
　実施形態２４は、実施形態２０～２２のうちのいずれか１つのフェルールであり、垂直
スタック内のフェルールが、フェルールの長さに沿って及びフェルールの幅に沿って互い
に対して整列するように、フェルールの垂直スタックを可能にするように構成された、フ
ェルールの上側部の第３の位置合わせ機構及びフェルールの下側部の第４の位置合わせ機
構を更に含む。
【００８１】
　実施形態２５は、実施形態２３又は２４のフェルールであり、第３及び第４の位置合わ
せ機構は、垂直スタックの最大高さが垂直スタック内の個々のフェルールの最大高さの合
計よりも小さくなるように、フェルールの垂直スタックを可能にするように構成される。
【００８２】
　実施形態２６は、実施形態２０～２６のうちのいずれか１つのフェルールであり、受容
区域はフェルールの長さの少なくとも一部に沿って延在するチャネルを備える。
【００８３】
　実施形態２７は、実施形態２６のフェルールであり、チャネルは、フェルールの上側部
からのオープニングを備え、オープニングはチャネル内で受容された光導波路をフェルー
ルに固着するための接着剤を受容するように構成される。
【００８４】
　実施形態２８は、実施形態１～２７のうちのいずれか１つのフェルールであり、光学素
子は、光導波路からの第１の発散を有する光を受光し、受光した光を透過させる曲線表面
を備え、透過光は異なる第２の発散を有する。
【００８５】
　実施形態２９は、実施形態１～２８のうちのいずれか１つのフェルールであり、光学素
子は、第１の発散を有し光導波路から第１の方向に沿って伝播する光を受光し、受光した
光を反射する曲線表面を備え、反射した光は異なる第２の発散を有し、異なる第２の方向
に沿って伝播する。
【００８６】
　実施形態３０は、実施形態１～２９のうちのいずれか１つのフェルールであり、光学素
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子は、光導波路から第１の方向に沿って伝播する光を受光し、受光した光を再指向する、
光再指向表面を備え、再指向した光は異なる第２の方向に沿って伝播する。
【００８７】
　実施形態３１は、実施形態１～３０のうちのいずれか１つのフェルールであり、受容区
域は光ファイバを受容及び固定するように構成される。
【００８８】
　実施形態３２は、実施形態１～３１のうちのいずれか１つのフェルールであり、出力面
を通って伝播する光がフェルールを出るように、出力面を有し、フェルールは、フェルー
ルの出力面側部から光を受光し、受光した光の少なくとも一部を、フェルールの受容区域
に受容及び固定された光導波路に結合するように構成される。
【００８９】
　実施形態３３は、実施形態１～３２のうちのいずれか１つのフェルールであり、フェル
ールの受容区域に受容及び固定された光導波路からフェルールに入る光が、出力側部から
出るように、出力側部を有し、フェルールは、フェルールの出力側部からの光を受光し、
受光した光の少なくとも一部を光導波路に結合するように、構成される。
【００９０】
　実施形態３４は、一体型構造を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　フェルールを出る光の大きさを制限するための開口部と、を備え、受容区域に受容及び
固定された光導波路からの光が、開口部を満たすように構成されるフェルールであり、フ
ェルールの長さに沿って見たときに、開口部の投影面積がフェルールの投影面積の少なく
とも８０％である。
【００９１】
　実施形態３５は、実施形態３４のフェルールであり、開口部に配設され、受容区域に受
容及び固定された光導波路からの光を受光し、受光した光の発散及び伝播方向のうちの少
なくとも一方を変更するように構成される光学素子を更に含む。
【００９２】
　実施形態３６は、一体型構造を有し、
　それぞれの受容区域が光導波路を受容及び固定するように構成された、受容区域のアレ
イと、
　それぞれの開口部が異なる受容区域に対応し、対応する受容区域に受容及び固定された
光導波路からの光を受光し、フェルールを出る光の大きさを制限するように構成された開
口部のアレイと、を備える、ある受容区域に受容及び固定された光導波路からの光が、該
受容区域に対応する開口部を満たすように構成されたフェルールであり、フェルールの長
さに沿って見たときに、開口部の投影面積の合計が、フェルールの投影面積の少なくとも
８０％である。
【００９３】
　実施形態３７は、実施形態３６のフェルールであり、開口部のアレイは、フェルールの
長さ方向に垂直な同一面に位置する。
【００９４】
　実施形態３８は、実施形態３６のフェルールであり、受容区域のアレイは受容区域の横
列を備え、開口部のアレイは開口部の横列を備える。
【００９５】
　実施形態３９は、実施形態３６のフェルールであり、受容区域のアレイは受容区域の縦
列を備え、開口部のアレイは開口部の縦列を備える。
【００９６】
　実施形態４０は、実施形態３６のフェルールであり、受容区域のアレイは、受容区域の
二次元アレイを備え、開口部のアレイは、開口部の二次元アレイを備える。
【００９７】
　実施形態４１は、実施形態３６のフェルールであり、出力面を通って伝播する光がフェ
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ルールから出るように出力面を備え、フェルールは、フェルールの出力面側部から光を受
光するように構成され、受光した光の少なくとも一部は、開口部のアレイ内の開口部を通
って伝播し、開口部に対応する受容区域に受容及び固定された光導波路に結合する。
【００９８】
　実施形態４２は、実施形態３６のフェルールであり、出力面を通って伝播する光がフェ
ルールを出るように出力面を備え、フェルールはフェルールの出力面側部からの光を受光
するように構成され、該光は出力面の少なくとも８０％を覆い、受光した光の一部が、開
口部のアレイ内のそれぞれの開口部を通って伝播し、開口部に対応する受容区域に受容及
び固定された光導波路に結合する。
【００９９】
　実施形態４３は、実施形態３６のフェルールであり、フェルールの受容区域に受容及び
固定された光導波路のアレイ内の光導波路からフェルールに入る光が、出力面を通ってフ
ェルールを出るように、出力面を備え、フェルールは、開口部のアレイ内の開口部を通っ
てフェルールの出力面に入る光の少なくとも一部を、開口部に対応する光導波路に結合す
るようにもまた構成される。
【０１００】
　実施形態４４は、実施形態３６のフェルールであり、フェルールの受容区域に受容及び
固定された光導波路のアレイ内の光導波路からフェルールに入る光が、出力面を通って出
るように出力面を備え、該光は出力面の少なくとも８０％を覆い、フェルールは、開口部
のアレイ内の開口部を通ってフェルールの出力面に入る光の少なくとも一部を、開口部に
対応する光導波路に結合するようにもまた構成される。
【０１０１】
　実施形態４５は、
　ハウジングと、
　ハウジング内に配設置される複数のフェルールであって、それぞれのフェルールが、一
体型を有し、
　光導波路を受容及び固定するための受容区域と、
　少なくとも１つの位置合わせ機構と、を備えるハウジング内に配設される複数のフェル
ールと、を備えるコネクタであり、複数のフェルール内のフェルールの少なくとも１つの
位置合わせ機構が、少なくとも１つのスタック方向に沿って整列したフェルールのスタッ
クを形成するために互いに係合し、該係合は、フェルール及び隣接するフェルールが、ス
タック方向に垂直な方向で及びフェルールの長さに沿って互いに対して滑ることを防ぎ、
少なくとも１つのスタック方向に沿うフェルールのスタックの最大寸法は、少なくとも１
つのスタック方向に沿うスタック内の個々のフェルールの最大寸法の合計よりも小さい。
【０１０２】
　実施形態４６は、実施形態４５の光コネクタであり、複数のフェルール内のそれぞれの
フェルールが、複数の位置合わせ機構を備え、複数のフェルール内のフェルールの複数の
位置合わせ機構は、水平及び垂直方向に沿う整列したフェルールの横列及び縦列のスタッ
クを形成するために互いに係合し、該係合は、あるフェルールの横列が隣接するフェルー
ルの横列に対して水平に滑ること、及びあるフェルールの縦列が隣接するフェルールの縦
列に対して垂直に滑ることを防ぎ、水平方向に沿うフェルールのスタックの最大幅は、水
平方向に沿うスタック内の個々のフェルールの最大幅の合計よりも小さく、垂直方向に沿
うフェルールのスタックの最大高さは、垂直方向に沿うスタック内の個々のフェルールの
最大高さの合計よりも小さい。
【０１０３】
　実施形態４７は、実施形態４５の光コネクタであり、複数のフェルール内のそれぞれの
フェルールは、受容区域に受容及び固定された光導波路から光を受光し、受光した光の発
散及び伝播方向のうちの少なくとも一方を変更するための、光学素子を更に備える。
【０１０４】
　実施形態４８は、実施形態４５の光コネクタであり、ハウジング内のサブハウジング内
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に配設される少なくとも１本の電線を更に備え、サブハウジングは、嵌合コネクタの対応
するサブハウジングと電気接続するための、少なくとも１本の電線及び嵌合端を受容する
ための受容端を有する。
【０１０５】
　実施形態４９は、実施形態４５の光コネクタであり、ハウジングは、１つ以上のフェル
ール上の位置合わせ機構と係合する位置合わせ機構を更に備える。
【０１０６】
　実施形態５０は、光コネクタアセンブリであって、実施形態４５に従う第２の光コネク
タと嵌合する、実施形態４３に従う第１の光コネクタを備え、それぞれの光コネクタが、
　複数のフェルール内のそれぞれのフェルール内で受容及び固定された光導波路と、
　ハウジングのサブハウジング内に配設される複数の電線と、を備え、
　第１の光コネクタ内のそれぞれの光導波路からの光が、第２の光コネクタ内の対応する
光導波路に結合し、第１の光コネクタ内のそれぞれの電線は、第２の光コネクタ内の対応
する電線に電気接続する。
【０１０７】
　したがって、一体型光フェルールの実施形態が開示される。当業者は、本明細書に記載
される組成物は、開示される実施形態以外の実施形態を伴って実施され得る、ということ
を認識するであろう。開示された実施形態は、例証するために提示されるもので、制限す
るためのものではない。

【図１】 【図２】
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